ツーリズムEXPO開幕までに水際制限撤廃を
高橋JATA会長、世界に発信する絶好の機会
　日本旅行業協会（JATA）会長で「ツーリズムEXPOジャパン2022」実行委員会委員長をつとめる高橋広行氏は本紙インタビューに対し、「開幕までまだ日は残されており、それまでに水際対策の制限が全てクリアになることを希望している。
世界のツーリズム関係者が集まる場で、日本が高らかにG7並みの水際緩和を発信できれば、絶好のアピールの機会になる」として、開幕までの水際制限緩和を強く希望した。
新しい旅のカタチ、ツーリズムの再出発を世界に発信する観点から、ツーリズムEXPOジャパンは「新しい時代へのチャレンジ～ReStart～」をテーマに開催するが、「日本は未だに半鎖国状態。日本がこれだけ水際を制限している中で、ツーリズムのリスタートだと言ってもやはり説得力に欠ける。なかでも入国者数の上限とビザの問題は大きい」として、「これらを全て撤廃するよう引き続き政府に求めていく」との考えを示した。
「ツーリズムEXPOジャパン2022」は、9月22日から25日まで東京ビッグサイトで開催される。海外旅行・国内旅行・訪日旅行の三位一体で観光振興を図る日本最大の旅の祭典で、コロナ禍を経て東京開催は4年ぶりとなる。
国内から全47都道府県、海外から70か国以上が出展するほか、合同開催される日本政府観光局（JNTO）の「VISIT JAPANトラベル＆MICEマート」には28カ国・地域から250社のバイヤーが参加、うち50社は来日して参加する。さらに観光大臣会合には8カ国の観光大臣と4つの国際観光機関の代表者らが参加する。
高橋JATA会長は、「ツーリズムEXPOジャパンに寄せられる期待は非常に大きい。だからこそなんとしてでも成功させなければいけない」と述べ、世界の観光関係者が集うツーリズムEXPOジャパンは、日本の観光再開を世界に発信するのに絶好の機会だとして、開幕までに水際制限の緩和・撤廃を実現してほしいと重ねて強調した。
